





























































































































































のプレテストを行い、内容妥当性を検討した。データの分析にはIBM SPSS Statistics 
Ver.20を使用した。
【倫理的配慮】本研究は研究倫理審査委員会の承認を得て行い、対象者に研究参加は自
由意志であることなどを書面で説明し、質問紙の投函をもって同意を得たものとした。
得られたデータは匿名化処理を行った。
【結果】回収率は69.8％であった。継続教育の受講経験と自己評価の関連をMann-
WhitneyのU検定(p＜0.05)で分析した結果、認定看護師研修課程の受講経験がある看
護係長は、実践では20％の項目、指導では4％の項目で自己評価が有意に高かった。
また、研究経験の違いによって対象者を3群に分類し、自己評価との関連をKruskal-
Wallisの検定(p＜0.05)で分析した結果、主研究者の経験が6例以上の看護係長は、実
践/指導ともに80%以上の項目で自己評価が有意に高かった。一方、37％の看護係長
が主研究者の経験がなく、86％の看護係長が知識あるいは経験不足を理由に、研究指
導者としての自信がないと回答した。
【結論】看護係長が自信を持ってスタッフの研究支援を行うためには、自ら主研究者と
して研究に取り組む必要がある。小委員会は学習会や研究指導を通して、看護係長の
研究に対する困難感の軽減を図る。
10月
23日㈪
一般演題 （ポスター）
抄録
